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～西予市にある旧開明学校校舎～ 
 
重要文化財（建造物）として指定されている旧開明学校校舎(きゅうかいめ
いがっこうこうしゃ)は四国最古の小学校だそうです．現在，重要伝統的建造
物群保存地区として選定されている西予市宇和町卯之町にあります． 
開明学校は明治 5(1872)年の開校で、現在教育資料館として公開活用されて

いる旧校舎は明治 15（1882）年に旧三崎町（現伊方町）の大工都築熊吉(つづ
きくまきち)が棟梁となって建てたものです． 

 
 旧開明学校校舎は、地元の大工の手によるアーチ形の窓等の外観にわずか
に洋風の意匠を取り入れた特異な擬洋風の学校建築の代表的な構造で，国の小
学校制度が整備される直前の時代背景をよく表す簡素な造りの校舎建築の遺
構として学校建築の歴史を知る上で貴重な建築物だそうです． 

 
開明学校の前身は 1869年(明治 2年)に左氏珠山の門下生や町民の有志により
建てられた私塾申義堂であったそうです．1872年(明治 5年)に申義堂を校舎と
して開明学校が開校し，1882年(明治 15年)に現存する校舎が竣工しました．
その後、校名や用途をたびたび変更し 1976年からは教育資料館として、戦前
の教科書と学校経営資料など約 6000点を展示しています． 

 
また，旧開明学校校舎は，木造 2階建，桟瓦葺きで，窓枠をアーチ状にする
等，わずかに洋風の意匠を取り入れた擬洋風建築です．地元の大工によって建
築された擬洋風建築で，建築史上において教育史上に価値が高く，また，屋根
裏から発見された「開明学校新築始末書」という銘札から建築の時期と事情が
分かります．歴史的価値の高いものとして評価され 1997年 5月に国の重要文
化財に指定ました． 

 
明治 5年に建築されたにも関わらず，同時の様子を思い浮かばせるほど綺麗
に維持させていて西予市民の地域の文化を守る意識が感じさせられました． 



旧開明学校校舎の外観 

校舎の中の様子 
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